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止 出電源

熱湯は
ダメ！

●軽い凍結の修理…露出している管（保温筒等は取り外す）や
　蛇口等にタオルを巻き付け、タオルの上からお湯をゆっく
　りかけると、水が出るようになります。
　注意事項
　蛇口等に直接お湯をかけたり、直接火を当てたりすると、
　管の破裂や火災の危険性がありますのでご注意ください。
●直らない場合は…直接「釧路市指定給水装置工事事業者」
　に修理を依頼してください。なお、上記事業者については
　市ホームページをご覧ください。

１．家中の蛇口をすべて
　  開ける。

２．水抜栓（元栓）のレバー（ハンド
　  ル）を「止」の方向に動かす。

※機種によって操作方法が異なります

※事前にご自宅の水抜栓をご確認ください。

・レバー（ハンドル）が固くて動かない
・水道を使用していないのに音がする
・水抜栓を操作しても水が落ちない
・水抜栓から水があふれてくる

▲レバー（上下・水平）式

▲階上ハンドル式

▲床ハンドル式
　 ※床に付いています

▲電動リモート式
　 ※壁に付いています

●●凍結してしまったらも し◎床下の換気口を閉め、冷気の侵入を防いでください。
水道を凍結させないために！

※水は出したまま

このようなときは、水抜栓の故障
かも!？修理を依頼してください！

水を落とすとき 水抜栓（元栓）の種類

管の破裂
に注意！水道・下水道の故障やトラブルのときは

問合先　市水道整備課管理担当（M43-2163）

◎外気温がマイナス４℃以下になるとき。
◎旅行などで長期間水道を使用しないとき。
◎外気温が１日中氷点下の真冬日が続いたとき。

こんなときに！冬期間の水道管凍結にご注意ください！！冬期間の水道管凍結にご注意ください！！

　第２次釧路市環境基本計画の内容を一部紹介します　第４回「住み良い生活環境の確保」について
問合先　市役所環境保全課環境管理担当（M31-4535）

　21（令和３）年３月に策定した第２次釧路市環境基本計画では、望ましい環境像である「人と自然がつながる、未来へつながる　環境都市くしろ」の
実現のため５つの基本目標を設定し、その達成に向けて取り組みを進めることとしています。今回は目標の４つ目「住み良い生活環境の確保」について
紹介します。

目標達成に向けた考え方 市の主な取り組み 市民の皆さんに取り組んでいただきたいこと

第２次釧路市環境基本計画の
本編はこちらから⇒

「eco city946」YouTube
チャンネル登録はこちらから⇒  

「eco city946」Instagramの
フォローもお願いします⇒  

　大気・水・音環境の適切な監
視をはじめとし、良好な景観形
成、豊かな緑の確保等を進めて
いくことで、住み良い生活環境
の確保を進めます。

▷各種環境汚染の未然防止
▷環境測定による現況把握
▷生活排水の適正処理の推進
▷緑化による環境保全

▷自動車を運転する際はエコドライブを実践し、買い替えの際はエコカーの
　購入を検討しましょう。
▷ごみの野焼きは行わないようにしましょう。
▷近隣に配慮し、過度な生活騒音を出さないようにしましょう。
▷植樹育樹活動に参加しましょう。

市街地で が増えています
　　エゾシカの に ください！

エゾシカの出没
　　   飛び出し　ご注意
エゾシカの出没
　　   飛び出し　ご注意 問合先　市役所環境保全課自然保護担当（M31-4594）

市街地エゾシカ通報件数
※H：平成   R：令和

▼

14（平成26）年～21（令和３）年に市に寄せられた通報を基に
　作成しています（国土地理院地図を加工して作成）。
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近年、市街地でエゾシカ出没の通報件数が増加しています。また、春採湖周辺や愛国・文苑地区の柳橋通では、５～６頭の群れが道路
を横断し、車と接触するケースも発生しています。
エゾシカは、追い回したり刺激したりすると興奮状態となり、道路に飛び出す可能性があるため危険です。近寄らずに遠くから見守っ
てください。運転の際には、市街地にあっても急な飛び出しにご注意ください。

エゾシカ出没通報マップ

通報多発地域
愛国・文苑地区

春採湖周辺

（件）

（年度）

▲市街地に出没したエゾシカの群れ

エ　コ　　シ　テ　ィ　　　　　　　　　　ユーチューブ インスタグラム


